
 

 

 

宮崎県公共事業景観形成指針に基づく取組状況
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令和7年度

国道２２２号
（日南駅）

日南市

日南土木事務所
工務課
道路担当

令和7年度

県道油津停車場線
（油津駅）

日南市

日南土木事務所
工務課
道路担当

令和7年度

県道飫肥停車場線
（飫肥駅）

日南市

日南土木事務所
工務課
道路担当

令和7年度

県道都井岬線

串間市

串間土木事務所
工務課
道路担当

令和7年度
国道268号

小林市

小林土木事務所
道路課
道路保全担当

令和7年度

県道えびの高原小田線
（末永工区）

えびの市

小林土木事務所
道路課
道路建設担当

都井岬は、野生馬を間近で見ることがで
きるとともに、広大な太平洋を一望できる
観光スポットとなっているため、この景観
に配慮した色彩（ダークブラウン）のガード
レールを設置した。

美しい宮崎づくりの一環として、平成２２年
から小林市立三松中学校と造園業者との
協同作業により国道沿いの植栽ますに花
植えを行った。

末永工区は国定公園内に位置しており、
景観への配慮が必要なことから、景観色
のダークブラウンのガードレールを設置し
た。

年度

取組状況シート（道路）

担当部署
施設名

（道路河川名等）
市町村名

写真 取組の概要

日南土木事務所が管理する油津駅前花
壇では、美しい宮崎づくりの一環で、地元
の団体と花植えと月１回のメンテナンス会
を実施した。

日南土木事務所が管理する飫肥駅前花
壇では、美しい宮崎づくりの一環で、地元
の団体と花植えと月１回のメンテナンス会
を実施した。

日南土木事務所が管理する日南駅前花
壇では、美しい宮崎づくりの一環で、地元
の住民と花植えを実施した。



年度

取組状況シート（道路）

担当部署
施設名

（道路河川名等）
市町村名

写真 取組の概要

令和7年度

県道えびの高原小田線
（末永工区）

えびの市

小林土木事務所
道路課
道路建設担当

令和7年度
県道
日知屋財光寺線
日向市

日向土木事務所
道路課
道路保全担当

令和7年度

県道
西都南郷線
美郷町

日向土木事務所
道路課
道路建設担当

令和7年度
県道延岡インター線

延岡市

延岡土木事務所
道路課
道路保全担当

令和7年度
県道稲葉崎平原線

延岡市

延岡土木事務所
道路課
道路保全担当

延岡市街地の通学路の植樹帯において
地元中学校（恒富中学校）と協同での花
植えを実施した。（R8.2）

県道日知屋財光寺線において、寄せ植え
を主体とした花壇の整備による海側の美
しい眺望に配慮した景観づくりを行った。

県道西都南郷線においては、歴史的・文
化的景観や豊かな自然景観が数多く存
在している。これらの地域資源を保全し、
美郷町の魅力あるまちづくりを推進するた
め、周辺景観との調和に配慮した景観色
（グレーベージュ）ガードレールを設置し、
良好な景観形成を図った。

延岡市民の憩いの場である五ヶ瀬川堤防
に隣接した道路区域の植樹帯において、
地元中学校（岡富中学校、北川中学校）と
NPO団体「コノハナロード延岡市民応援
隊」協同での花植えを実施した。（R7.12）

吹付法枠工において、景観に配慮し明度
を抑えるため茶系顔料を添加して施工し
た。
法面緑化については、移入種の混入防止
のため、種子無しの植生マットや吹付工
を施工し、景観や自然環境保全に配慮し
た。



令和7年度
二級河川
庄手川水系　庄手川
日向市日知屋

日向土木事務所
河川砂防課
河川担当

担当部署

取組状況シート（河川・ダム）

年度
施設名

（道路河川名等）
市町村名

写真 取組の概要

河道掘削工事において、流下能力の向上
を目的とした河道掘削に合わせ、コンク
リート護岸周辺の植生の回復のため、自
然石を用いた水制や寄石の設置による自
然環境に配慮した景観づくりを行った。



令和7年度

緊急機能強化・老朽
化対策事業
上大迫
都城市山田町

北諸県農林振興
局林務課

令和7年度

林地荒廃防止事業
田子ノ下

小林市野尻町大字東
麓

西諸県農林振興
局林務課

担当部署

取組状況シート（治山）

年度
施設名

（道路河川名等）
市町村名

写真 取組の概要

コンクリート治山ダムにおいて、型枠を木
製残存型枠とすることで、周辺環境との
調和を図った。

崩壊した山腹斜面において、木製パネル
工や植生マット工を施工し、崩壊斜面の
復旧と植生の回復を図った。



令和7年度

アスリートタウン
延岡アリーナ

延岡市
総務部営繕課

令和7年度

アスリートタウン
延岡アリーナ

延岡市

総務部営繕課

令和7年度

アスリートタウン
延岡アリーナ

延岡市
総務部営繕課

令和7年度

アスリートタウン
延岡アリーナ

延岡市
総務部営繕課

市道に面した南側にエントランスホール、
多目的室、トレーニングルームなど日常
的に市民の活動が行われる室を配置し、
内部の賑わいが南側市道から見える構
成とし、夜の風景にも配慮した計画とし
た。

担当部署

取組状況シート（建築）

年度
施設名

（道路河川名等）
市町村名

写真 取組の概要

敷地は宮崎県延岡市の延岡城跡の城山
公園に隣接した歴史ある場所に位置して
いる。アスリートタウン延岡アリーナは、コ
ンクリートの基壇の上に載るメインアリー
ナとサブアリーナの２つの大屋根で構成さ
れている。緩やかな曲線を描くダイナミッ
クな切妻形状の大屋根の形態は、城を想
起させるとともに、スポーツのもつダイナミ
ズムを表現している。

敷地は太平洋から西に約5km離れた五ヶ
瀬川と大瀬川に囲まれた場所に位置して
いる。延岡市ハザードマップにもとづい
て、計画規模の浸水レベルTP6.62に対し
ては南側道路から1m程度１FLを高くし、
TP6.92とすることで浸水を回避し、想定最
大規模の浸水レベルTP10.59に対して
は、2FLTP12.42とし、2階レベルの避難ス
ペースおよび主要設備機器（キュービク
ル、非常用発電機等）が機能することを目
的とし、屋外機置場を2層構成とした。

メインアリーナ、サブアリーナとも宮崎県
産杉製材を用いた屋根架構としている
が、市道に面した2層吹抜の南側エントラ
ンスホールにも日射の制御を目的とした
宮崎県産の杉のルーバーを設置してい
る。外構には新燃岳の降灰を利用したレ
ンガを採用し、地域特性に配慮した材料
選定を行った。


